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研究要旨：影響力の大きい海外の診療ガイドラインを国内でどのように活用するかに関

する系統的な議論は乏しい。しかし、これらの活用は、診療ガイドライン作成の効率化、

新しいエビデンスの迅速な現場への周知に役立つ。そこで、内容の整合性と必要な独自

性を保ちながら、国内の状況に適応させた診療ガイドライン開発の方法論を検討する。 

A. 研究目的 
影響力の大きい海外の診療ガイドライン

(GL)を国内でどのように活用するかに関す

る系統的な議論は乏しい。しかし、これらの

活用は、GL 作成の効率化、新しいエビデン

スの迅速な現場への周知に役立つ、そこで、

内容の整合性と必要な独自性を保ちながら、

国内の状況に適応させた GL 開発の方法論

を検討することを本研究の目的とした。

B．研究方法 
日本緩和医療学会（JSPM）が刊行する 7

つの GL 関連刊行物のうち、現在改訂作業

中の刊行物について、adaptation の実施可

能性を検討する。

（倫理面への配慮）

（該当なし）

C．研究結果 
(1)がん疼痛の薬物療法に関する GL（がん

疼痛 GL）： 

EAPC（European Association for  
Palliative Care ）、 ESMO (European 
Society for Clinical Oncology）、NCCN 
(National Comprehensive Cancer 
Network）が刊行する各ガイドラインを

GRADE、Minds の GL 改訂作業プロセス

において adaptation できるか否かについ

て検討したが、内容、刊行時期などの点か

ら、既存のエビデンスをもとに adaptation
を図ることの有用性は現時点において乏し

いと判断した（昨年度報告済み）。

(2)終末期がん患者の輸液療法に関する

GL： 
ESPEN （ European Society of 

Parenteral and Enteral Nutrition ）、

ASPEN（American Society of Parenteral 
and Enteral Nutrition）、さらには国内で刊

行されたものとして日本静脈経腸栄養学会

の各ガイドラインを上記 GL 改訂作業プロ

セスにおいて adaptation できるか否かに

ついて検討したが、構成内容、刊行時期など
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の点から、これらの GL に示されている既

存のエビデンスをもとに adaptation を図

ることの有用性は現時点において乏しいと

判断した。 
 
(3)がんの補完代替療法クリニカルエビデン

ス： 
この刊行物は前回の作成プロセスにおい

て GL 化ができず、クリニカルエビデンス

集として刊行したものである。ここで扱う

対象項目は多岐にわたるため、「がんリハビ

リテーション」に限定して、国内外のがんリ

ハビリテーションを扱う GL を用いて上記

プロセスに沿った adaptation を行い、GL
として刊行できるかを含めて検討したが、

知見を整理して推奨を立てるには至らなか

った。 
 
Ｄ．考察 
昨年度、がん疼痛 GL において既存の GL

の adaptation を行うことができなかった

ため、今年度は、上記 2 つの GL について、

EAPC、ESMO、NCCN の他に国内外の学

会の GL も追加して、類似した Clinical 
question について adaptation の可能性を

検討したが、文献検索方法の相違、システマ

ティックレビューの対象、方法、時期の相違

などという課題が浮かび上がった。これら

の課題を解決することが adaptation を有

効に行い、効率的に質の高い GL を作成す

ることにつながると考えられた。 
 
Ｅ．結論 
がん疼痛を始めとした複数の GL につい

て adaptation を試みたが実現は困難であ

った。今回の研究において明らかとなった

GL 作成プロセス上の課題の解決を図りな

がら今後の GL 作成に携わることにより、

adaptation を含めた GL 整備の質的、量的

な向上につなげることが求められる。 
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